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第４章 今後の堤防整備・管理のあり方 
 
 7.13 新潟豪雨で破堤した五十嵐川（諏訪地区）の堤防、刈谷田川（中之島地区）の堤防では、
明治期に作られた堤防を嵩上げ、拡幅し現在の堤防としたと考えられる。 
一般的に、河川堤防は、時の社会財政事情に応じて長い治水の歴史を経て築造されたものであ

り、時代によって築堤材料や施工方法が異なるため、堤体の強度が不均一であり、基礎地盤も含

め堤防の土質構造は、様々な不確実性を内包している。 
 戦後に実施した大規模な引堤区間や堤防新設区間等を除けば、新潟県内の他の河川堤防も上述

した特徴を有しているといえる。 
一般に破堤の要因としては、「河川の流水による侵食」「堤体内あるいは基盤における雨水及び

河川水の浸透」「堤防を乗り越える越水」が上げられる。（以下、それぞれを「侵食」「浸透」「越

水」と言う。）  
河川管理施設等構造令では、一般の堤防を流水が河川外に流出することを防止するために設け

るものとしており、構造の原則として「計画高水位以下の水位における流水の通常の作用に対し

て安全な構造とする」ものとしている。従って、一連区間の堤防の設計は越水を外力としては想

定していない。 
今回の五十嵐川及び刈谷田川の破堤の主要因は越水であるが、これは洪水流量が現況河川の流

下能力を上回ったことにより発生したものであり、同規模の洪水に対して越水破堤に関する安全

性を確保するためには、この洪水流量に対応できる流下能力を確保できる改修を実施することが

必要である。 
今後、新規の改修事業のみならず、既設堤防の補強も含め、以下に列挙する事項を考慮して堤

防の整備・管理にあたることが望まれる。 
 
（１） 堤防整備の観点 
① 空間的整備の調整（堤内地土地利用、本川と支川、上流と下流、右岸と左岸等） 
② 時間的整備の調整（緊急的、整備計画レベル、長期的等） 
③ 他の事業等との調整（道路、都市計画等） 
 
（２） 堤防の現状把握 
堤防が位置している地盤の地形（新、旧）、堤防の形状及び被覆状況、過去の被災の有無と

被災内容、既往ボーリング調査位置、堤体土質、重要水防箇所評定基準に基づく評価結果、

高水敷の幅と高さ等について、各河川ごとに堤防の現状を把握する。 
 
（３） 堤防強化の方針 
上記で把握した堤防の現状をふまえ、計画的に堤防の耐浸透機能、耐侵食機能に対する安

全性の照査を行う。照査の方法は、堤防設計指針（平成 14年 7月 河川局治水課）による。 
この結果、所定の安全性の水準を満足していない区間については、以下のような考え方で

強化を実施する。 
なお、特別の理由がなく空間的にみて明らかに堤防高さや堤防断面が不足している箇所に

ついては堤防断面の確保を優先させる。 
また、樋門等構造物周辺堤防等で抜けあがり現象がみられるなど、明らかに連続している
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区間の中で弱点箇所と考えられる場合には、速やかな点検と強化等の必要な処置を講ずるも

のとする。 
① 侵食への対応 
・ 堤体表のり面及びのり尻部の侵食耐力の強化 
・ 側方侵食対策 
・ 洗掘対策 
・ 侵食外力の軽減 
② 浸透への対応 
・ せん断強度の大きい堤体材料の使用 
・ 浸透水及び表面水の排除 
・ 天端及び堤防のり面からの浸透防止 

 
なお、越水については、侵食及び浸透への対応と異なり、計画規模以下の洪水に対して

は、越水を生じさせないように流下能力を増大する河川改修が基本であり、高規格堤防を

除けば耐越水を考慮した堤防がないこと及び越水に対して壊れない堤防に関わる技術的知

見が十分でないこと等から堤防強化の方針に含めないこととした。 
 
（４） 堤防の管理 
県内には多くの河川が存在し、長大な延長を有する堤防について、基礎地盤の状況も含め

た堤防の土質構造を完全に把握することは容易ではない。 
また、県内の堤防をある一定の規模にまで整備するためには、多大な費用と期間を要する

ことから、既存のストックを有効に機能させ、少しでも安全性を上げることが重要となる。 
このことから、堤防の洪水に対する安全性を維持・向上させるためには、前述した計画的

な堤防強化と併せ、日常からの堤防の監視と管理に加え、洪水時の水防活動を効果的に実施

することが重要となる。 
特に、堤防の監視・管理にあたっては、以下の事項に着目して日常から情報を蓄積し、補

修、補強等の適切な処置を施すことが重要となる。 
なお、得られた情報は蓄積し、効果的、効率的な堤防管理につなげていくことが重要であ

る。 
① 堤防高 
② 堤防天端の被覆状況と変状 
③ のり面の植生（特に植生が乏しく裸地の状況になっていないか） 
④ のり面の変状、亀裂 
⑤ 堤防際や河岸沿いの深掘れ 
⑥ 護岸の変状、亀裂 
⑦ 洪水・地震後の堤防の状況 
⑧ 裏のり面及び堤内地の漏水、噴砂、地盤の隆起 
⑨ 樋門等構造物周辺の変状 
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（５） ソフト対策と今後の課題 
今回の洪水では、ひとたび破堤した場合、その被害が非常に大きなものになることが改め

て示された。近年増加傾向にある集中豪雨等の発生や計画を超える自然の外力の多発を踏ま

え、災害に対する安全度を効果的に高めていく必要がある。 
ダム、堤防などによるハード対策は洪水防御に極めて有効な手段であるが、計画を超える

自然外力に対して限界がある。また、県内の中小河川を計画レベルまで整備するには、まだ

時間を要する。そのため、現況の施設能力を超える外力が発生した場合にも壊滅的な被害と

ならないよう、ソフト対策を拡充し、万が一の場合の危機管理体制を強化することが重要と

考える。そのためには、水位情報等の提供、情報が確実に伝わるための体制整備、洪水予報

河川の拡充などの施策を推進することが急務である。 
また、当該河川の特性や土地利用状況によって、質の高い堤防の整備、既存施設の有効活

用などを進めるとともに、今後は、地域住民との合意形成を図りながら、従前の計画論にこ

だわらない多様な整備手法の導入についても検討する必要があると考える。 
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